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昌
言
青
梅
線
申
神
立
言
言
ｍ

圭
乱

漢
回
解
消
暗
期
謁

５
月
3
1

日
。
東
京
都
が
整
備
を
進
め
て
い
る
多
摩
南
北
主
要
５
路
線
の
一
つ
で
あ
る
八
王
子
村
山
線

（
昭
島
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
９
号
線
）
の
う
ち
、
「
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
中
神
駅
付
近
で
立
体
交
差
す
る
部
分
が

開
通
し
、
昨
秋
の
多
摩
大
橋
開
通
に
続
い
て
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
中
神
立
体
の
開
通
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
た
。
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竺
回
百

言
具

平
成
２０
年
第
２
回
定
例
会
が
、

６
月
１０
日
か
ら
2
4日
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
平
成
2
0年
度
昭

島
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
を
含
む
１２
の
議
案
な
ど

が

慎
重
に
審
査

さ
れ
、
原
案
通
り

可
決
成
立
し
ま
し
た
。

皆

様

の

声

を

基
に

一
般
質

問

や
、
各
委
員
会
な
ど
で
質
問
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
ず
。

Ｌ
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言
回
診
寺
子

公
有
財
産
の
活
用
に
つ
い
て

「
問
①
」公
釣
施
設
の
空
き
床
や
事
業
予
定

地
な
ど
低
利
用
・
未
利
用
な
行
政
財
産
の

実
態
把
握
に
つ
い
て
は
？

【
答
①
】
廃
滅
水
路
な
ど
小
規
棋
な
普
通

財
産
は
売
却
処
分
、
未
利
用
地
な
ど
は
イ

ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
貸
し
出
し
等
、
有
効
活
用

に
努
め
て
い
る
。

「
問
②
」
昨
年
の
自
治
法
の
㎜ ■ ■ ■

部

改
・
正

に

よ
っ
て
行
政
財
産
を
民
間
企
業
に
貸
し
出

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
島
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
力
か
？

［
答

②
］
単
に
保
有
、
管
理
す

る

姿
勢

か

ら
、
持
て
る
資
産
価
値
を
引
き
出
す
こ
と

も
念
頭
に
、
有
効
活
用
を
図
る
。

「
問
③
」「
寄
附
条
例
」
を
導
人
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
市
民
と
臨
働
の
ま
ち
づ

く
り
・
と
い
う
観
点
で
条
例
を
考
え
て
は
？

【
答
③
一
寄
附
を
通
じ
た
市
民
参
加
の
手

法
と
し
て
、
ま
た
新
た
な
財
源
確
保
の
視

点
か
ら
貴
重
な
提
言
。
研
究
し
た
い
。

往訪
匹
長眠
嘗話

⑤
甘
言
J犬夕

回
収
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

【
問

①
】
携

帯
電
話
の
普

及
に
対
し
て
回
収

台
数
が
減
っ
て
い
る
。
希
少
金

鱗
を
含
む
携

帯
電
話
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

必
要

性
一
局
い
。
市

が
ご
み
と
し
て
同
収
す
る
ヶ
－

ス
、
回
収
し

た
携
帯
電
話
の
処
分
方
法
な
ど
実
態
は
？

【
答
①
】平
成
1
9年
度
後
半
か
ら
業
界
団

体
へ
返
却
す
る
事
業
を
開
始
。
半
年
で
４

０
０
㎏
の
携
帯
電
話
を
リ
サ
イ
ク
ル
済

み
。
本
年
度
か
ら
は
有
価
物
と
し
て
歳
入

確
保
に
も
つ
な
げ

る
。

【
問

②

】
市

の

回

収

‐１．‐
･
ｌ

促

進
へ
の
取

組

み

は
？

【
答

②
】「
ご

み

分

別
の
手

引
き
」で
販

売
店
な
ど
へ
の
返
却
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

【
問
③
】
都
が
携
帯
電
話
の
回
収
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
た
よ
う
だ
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？

「
答
③
」
都
と
業
界
団
体
で
連
絡
協
議
会

を
設
立
。
広
報
紙
で
の
Ｐ
Ｒ
強
化
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
の
回
収
を
計
画
中
。

懸
爪
立
往
診

昭
島
市
に
お
け
る
影
響
に
っ
い
て

「
問
①
」整
備
・
管
理
の
権
限
が
単
純
に

。

国
か
ら
束
京
都
に
変
わ
る
だ
け
か
？

【
答
①
】国
道
1
6号
。
多
摩
川
が
、
仮
に
都

に
移
管
さ
れ
て
も
影
響
な
し
と
考
え
る
。

「
問
②
」安
心
安
全
な
街
づ
く
り
の
観
点
か

ら
堤
防
へ
の
街
路
灯
設
置
を
推
進
す
べ
き
。

「
答
②
」以
前
よ
り
設
置
要
望
あ
る
が
、
国

交
省
よ
り「
堤
防
の
維
持
管
理
に
支
障
あ

る
」
た
め
未
設
置
の
状
況
。
堤
防
区
域
以

外
な
ど
設
置
箇
所
を
精
査
し
検
討
す
る
。
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制
度
の
持
続
可
能
性
、
現
役
世
代
も
含
め

た
市
民
の
負
担
、
昭
島
市
の
負
担
は
ど
の
よ

う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
？

「
答
」
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
平
成

’ｈ

り

１

年
度

の
医
療
費
3
5兆
円
の
内
1
1・
７
兆
円
が
老

人
医
療
費
。
今
後
高
齢
者
は
更
に
増
え
、

医
療
費
単
価
も
上
が
っ
て
お
り
、
医
療
費

総
額
は
相
当
増
え
る
見
込
み
。

こ
れ
ま
で
の
老
人
保
険
医
療
制
度
は
国

民
健
康
保
険
の
歳
入
の
中
か
ら
拠
出
金
と

し
て
出
し
て
お
り
、
老
人
医
療
費
が
増
え

円
を
超
え
る
繰
り
出
し
金

を
出
し
て
い
る
。
国
保
の
赤

字
が
増
え
れ
ば
昭
島
市
と

し
て
も
更
に
一
般
財

源
を

補
填
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

Ｑ卜iｒ 〃KIJME:IJ

冊

立 §
地
1叙㈲
罰Jぷ
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四
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今
議

皿ﾖﾕ
隨 祉

ベル０誤
診 兄

会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
第
４
号

「
立
川
基
地
跡
地
昭
島
地
区
の
昭
島
市

域
土
地
利
用
計
画
案
を
慎
重
に
検
討
す

る
請
願
」
は
、
６
月
Q１

日
の
立
川
基

地
跡
地
利
用
対
策
特
別
委
員
会
に
お

１し

㎜ ㎜ ■ I 』■㎜

て
、
慎
重
に
審
査
さ
れ
た
。

請
願
で
は
、
土
地
利
用
計
画
案
に
対

Ｓ

し
て
多
く
の
市
民
参
加
を
行
な
う
た
め

に
、
財
務
省
へ
の
利
用
案
策
定
期
間
の

延
長
の
申
請
を
求
め
て
い
た
が
、
策
定

期
間
の
延
長
は
即
「
地
元
の
利
用
計
画

な
し
」

ら
利
用

と
受
け
止
め
ら
れ

「
国

の

自

処
分
」
に
な
り
か
ね
な
い
な

ど
、
逆
に
昭
島
市
に
と
っ
て
不
利
な
状

況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
委
員
会

と
し
て
も
「
不
採
択
」
と
な
っ
た
。

【
答
】
全
体
の
試
算
は
な
い
が
、
一
般
的
な
　
る
ほ
ど
国
保
負
担
が
増
え
る
。
国
や
都
か

夫
7
5
歳
妻

一`一
歳
で
公
的
年
金
収
入
7
9
万
　
ら
も
支
出
金
、
療
養
給
付
費
と
し
て
入
っ
て

円
、
非
課
税
世
帯
の
方
の
場
合
で
６
。
７
０
　
は
く
る
が
多
く
は
保
険
料
で
支
え
て
お
り

Ｏ
円
減
。
同
年
齢
構
成
で
公
的
年
金
収
入
　
国
保
税
も
増
額
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

夫
２
５
０
万
円
妻
7
9
万
円
の
場
合
で
は
１
　

平
成
1
9
年
度
も

Ｉ．
般
会
計
か
ら
1
5
億

「
間

」
昭
島
6
1
に

お
い
て
長

寿
（
後
期
高
齢
者
）

医

療

保

険

料

は
国

保

保

険

税

と

の
比

較

で
、
６
割

の
方

が
上

が
り
４

割

の
方

が

下

が
っ
た
と
い
う
が
内

訳
は
？

【
答

】
所

得

の
試

算

で
減

に
な
っ
た
４
割

の

方

は
約
３
。
８
０
０
人
で
増
に
な
っ
た
６
割
の

方

は
約
５
．
６
０
０
人
。

【
問

】
上
が
っ
た
方

、
ド
が
っ
た
方
の
平

均

額

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
？

【
答

】
全

体

の
試

算

は

な
い
が
、
一
般

的

な

夫
7
5
歳

妻

一`一
歳
で
公
的

年
金

収
入
7
9
万

円

、
非

課

税

世

帯

の
方

の

場
合
で
６
。
７
０

０

円
減
。
同

年

齢

構

成

で

公
的

年

金

収

入

夫
２
５
０
万

円

妻
7
9
万

円
の
場

合
で
は
１

３
。
９
０
０
円
の
増
に
な

る
。

【
問

】
私
白
身

は
依

然

と
し
て
後
期

高

齢

者

医

療

制

度
の
必

要

性

は
変

わ
ら

な
い
と

考

え

る
が
、
世

論

の
「
3
5
％

は
撤

廃

す
べ
き
」

と
い
う
。
撤

廃
し
た
場

合
こ

局
齢

者
の
医

療
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通
行
し
や
す
く
な
っ
た
。

写
真
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
て

-

域
住
民
の
声
を
受
け
、
市
に

伝
え
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く

一 一一

-･I- ㎜¶㎜　･I

れ 面

て の

凸 舗

凹 装

状 部

態 分

だ が

っ 削

だ　 り

゜ 取

地 ら

刄 バ多

淫 謳

。レ･11

＝
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４
町
３
丁
目
1
7～
2
4番
地
南

‥
側
多
摩
川
の
遊
歩
道
は
、
昨
年
９

月
の
台
風
時
の
増
水
の
た
め
に
表
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Ｅ
●
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鎗

映

磋彗:
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・

１ １

・
・

ｙ

．
・

騏
し

擁=1

入･

ｓ
ｑ

ｒ

９

１

ご白 ブ

が
設
置
さ
れ
、
見
通
し
が
利

く
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
。

弓

，
一 一 一

真
の
よ
う
に
力
－

ブ
ミ

ラ

鼠

を
市
に
伝
え
た
と
７“

に

ろ
、
写

f　
―I

■･■
ラ

: ’ 。 Ｊ 。示 ㈲

福
島
町
２
丁
目
３
番
地
付
近
の
Ｔ

字
路
は
、
見
通
し
が
悪
い
た
め
、

右
左
折
時
に
車
や
自
転
車
と
按
触

一
し
そ
う
に
な
る
こ
と
が
度
７。
圓

・
あ
っ
た
。
地
域
住
民
の
指
摘

今後の『都営住宅』の募集

８月上 旬に ①単身者向②単身者用車い ず

使用者向③シルバーピア④家族向ポイント方

式⑤事業再建者向定期使用住宅　 を予定

※申込み阻畷Eこ剔 勃 方は赤沼やすおまで‥

ご自宅にお届けします，
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0 日 刊:1 ヶ月t835 円( 税込)

購読のお申し込みは赤沼やすおまで

電 話:( ５４５)１８２０

住 所 ： 郷 地 町３-８－9

E-majl: 　. ｃｏjｐ
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